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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オプティカルブラック画素領域と有効画素領域を有し、所定時間間隔で繰り返し画像デ
ータを読み出すイメージセンサと、
　上記イメージセンサから読み出された画像データに基づいて上記イメージセンサにおけ
るオプティカルブラック出力平均値を算出するＯＢ演算部と、
　上記ＯＢ演算部で演算したオプティカルブラック出力平均値を格納する第１のメモリと
、上記オプティカルブラック出力平均値をＯＢ減算部分と繰越部分に分けて格納する第２
のメモリと、
　上記イメージセンサの上記有効画素領域から読み出された画像データを順次累積加算し
、加算画像を生成する画像合成部と、
　を備え、
　上記画像合成部は、生成した上記加算画像、もしくは上記有効画像領域から読み出され
た画像から、上記第２のメモリに格納されたオプティカルブラック出力平均値の上記ＯＢ
減算部分を適用したＯＢ値を減算処理し、
　上記ＯＢ演算部は、上記画像合成部が実施する上記累積加算の回数が２回目以後に上記
減算処理を適用する上記ＯＢ値を演算する場合には、上記オプティカルブラック出力平均
値に対して、上記第１のメモリに格納されたオプティカルブラック出力平均値に上記繰越
部分を加算する、
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　上記ＯＢ演算部は、上記イメージセンサにおけるオプティカルブラック画素領域から読
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み出された画素出力の平均値をＯＢ画素出力平均値として算出し、上記ＯＢ画素出力平均
値を、上記イメージセンサにおけるオプティカルブラック出力平均値とすることを特徴と
する請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　上記撮像装置は、
　暗時露光または明時露光を指示する指示部と、
　バルブ撮影にあたって、暗時露光で読み出した画像データのうち、有効画素領域から読
み出した画像出力と上記オプティカルブラック画素領域から読み出した上記ＯＢ画素出力
平均値の差分であるＯＢ段差を求めるＯＢ段差算出部と、を備え
　上記画像合成部は、上記有効画像領域から読み出された画像データから、上記第２のメ
モリに格納されたオプティカル出力平均値の上記ＯＢ減算部分を適用してＯＢ値を減算処
理すると共に、上記加算画像に対して、上記ＯＢ段差を減算処理することを特徴とする請
求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　上記ＯＢ段差演算部は、上記有効画素領域から読み出した画像出力を、複数の領域に分
割し、各分割領域における画像出力の平均である平均画像出力を算出し、上記平均画像出
力と上記ＯＢ画素出力平均値との差分を上記ＯＢ段差とすることを特徴とする請求項３に
記載の撮像装置。
【請求項５】
　上記撮像装置は、上記画像合成部における加算画像の合成枚数に基づいて決まるオフセ
ット値を求め、上記画像合成部によって生成された加算画像に対して上記オフセット値を
用いて補正演算を行うことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　上記第２のメモリの繰越部分のビット数は、上記画像合成部によって加算される最大加
算枚数をＮとすると、
　繰越部分のビット数≧Ｌｏｇ２（最大加算枚数Ｎ）
　であることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記目的を達成するため第１の発明に係る撮像装置は、オプティカルブラック画素領域
と有効画素領域を有し、所定時間間隔で繰り返し画像データを読み出すイメージセンサと
、上記イメージセンサから読み出された画像データに基づいて上記イメージセンサにおけ
るオプティカルブラック出力平均値を算出するＯＢ演算部と、上記ＯＢ演算部で演算した
オプティカルブラック出力平均値を格納する第１のメモリと、上記オプティカルブラック
出力平均値をＯＢ減算部分と繰越部分に分けて格納する第２のメモリと、上記イメージセ
ンサの上記有効画素領域から読み出された画像データを順次累積加算し、加算画像を生成
する画像合成部と、を備え、上記画像合成部は、生成した上記加算画像、もしくは上記有
効画像領域から読み出された画像から、上記第２のメモリに格納されたオプティカルブラ
ック出力平均値の上記ＯＢ減算部分を適用したＯＢ値を減算処理し、上記ＯＢ演算部は、
上記画像合成部が実施する上記累積加算の回数が２回目以後に上記減算処理を適用する上
記ＯＢ値を演算する場合には、上記オプティカルブラック出力平均値に対して、上記第１
のメモリに格納されたオプティカルブラック出力平均値に上記繰越部分を加算する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１４】
　第２の発明に係る撮像装置は、上記第１の発明において、上記ＯＢ演算部は、上記イメ
ージセンサにおけるオプティカルブラック画素領域から読み出された画素出力の平均値を
ＯＢ画素出力平均値として算出し、上記ＯＢ画素出力平均値を、上記イメージセンサにお
けるオプティカルブラック出力平均値とする。
　第３の発明に係る撮像装置は、上記第２の発明において、上記撮像装置は、暗時露光ま
たは明時露光を指示する指示部と、バルブ撮影にあたって、暗時露光で読み出した画像デ
ータのうち、有効画素領域から読み出した画像出力と上記オプティカルブラック画素領域
から読み出した上記ＯＢ画素出力平均値の差分であるＯＢ段差を求めるＯＢ段差算出部と
、を備え上記画像合成部は、上記有効画像領域から読み出された画像データから、上記第
２のメモリに格納されたオプティカル出力平均値の上記ＯＢ減算部分を適用してＯＢ値を
減算処理すると共に、上記加算画像に対して、上記ＯＢ段差を減算処理する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第４の発明に係る撮像装置は、上記第３の発明において、上記ＯＢ段差演算部は、上記
有効画素領域から読み出した画像出力を、複数の領域に分割し、各分割領域における画像
出力の平均である平均画像出力を算出し、上記平均画像出力と上記ＯＢ画素出力平均値と
の差分を上記ＯＢ段差とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第５の発明に係る撮像装置は、上記第１の発明において、上記撮像装置は、上記画像合
成部における加算画像の合成枚数に基づいて決まるオフセット値を求め、上記画像合成部
によって生成された加算画像に対して上記オフセット値を用いて補正演算を行う。
　第６の発明に係る撮像装置は、上記第１の発明において、上記第２のメモリの繰越部分
のビット数は、上記画像合成部によって加算される最大加算枚数をＮとすると、繰越部分
のビット数≧Ｌｏｇ２（最大加算枚数Ｎ）である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　まず、図１２を用いて、バブル撮影の動作について説明する。撮影を開始すると、遮光
画像の読み込みを行う（Ｓ６１）。ここでは、メカシャッタ３を閉じたままで、すなわち
遮光状態で、イメージセンサ４の電荷蓄積を行い、シャッタ速度ｔに相当する時間経過後
に、有効画素領域４ａ（図４参照）から遮光画像信号を読み出す。
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